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（案） 

 

主要変圧器等絶縁油性能試験業務委託 

 

 

 秋田県知事 鈴木 健太（以下「甲」という。）と    （以下「乙」という。）

は、次の条項により主要変圧器等絶縁油性能試験業務委託契約 07-DK-A5 を締結する。 

 

（委託業務） 

第１条 甲は、設計図書（仕様書及び金額を記載しない内訳書をいう。）に記載された

業務（以下「委託業務」という。）の実施を乙に委託し、乙はこれを受託する。 

 

（委託期間） 

第２条 契約期間は令和 年 月 日から令和 年 月 日までとする。 

 

（委託料） 

第３条 委託料は、   円とする。（うち消費税額及び地方消費税額  円） 

２ 乙は、委託業務が完了したときは、業務完了届及び報告書を甲に提出するものと

する。 

３ 甲は、乙から前項による業務の完了報告を受理したときは、速やかに検査確認を

実施しなければならない。 

４ 乙は前項の検査に合格したときは、甲の定める手続きに従って委託料を甲に請求

するものとする。 

５ 甲は、乙から前項による請求書を受理したときは、その日から起算して３０日以

内に委託料を支払わなければならない。  

 

（契約保証金） 

第４条 乙は、契約保証金として  円を甲に納入するものとする。（※納付の場合）  

    甲は、乙が納入すべき契約保証金を秋田県公営企業財務規程第７６条第 号

の規定により免除する。（※免除の場合） 

 

（業務着手届の提出） 

第５条  乙は、契約締結後５日以内に委託業務に着手するとともに、業務着手届を甲

に提出しなければならない。 

 

（再委託の禁止） 

第６条 乙は、この契約について委託業務の全部又は一部を第三者に委託してはなら

ない。ただし、書面により甲の承認を得たときは、この限りではない。 

 

（解除等） 

第７条 甲は、次の各号のいずれかの事情が生じたときは、催告なしにこの契約を解

除することができる。 
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 （１）乙がこの契約に違反したとき。 

 （２）乙の委託業務の実施が不適当と甲が認めたとき。 

 （３）乙がこの契約を履行することができないと甲が認めたとき。  

２ 前項第１号の規定によりこの契約が解除されたときは、乙は、委託料の１０分の

１に相当する額の違約金を甲の指定する期限までに支払わなければならない。 

３ 第１項第２号及び第３号の規定によりこの契約が解除されたときは、甲は、これ

によって生じた損害の賠償を乙に請求することができる。 

４ 第１項第２号及び第３号の規定によりこの契約が解除されたときは、乙は、甲に

その損失の補償を請求することができない。 

５ 第２項の場合において、甲は、第４条の規定による契約保証金をもって同項の違

約金に充当することができる。（※契約保証金を納付している場合） 

 

（契約変更）  

第８条 甲又は乙は、この契約の委託期間中に必要と認めるときは、双方協議の上、こ

の契約を変更することができる。 

 

（履行延滞の場合における延滞金） 

第９条   乙の責めに帰すべき事由により履行期限までに委託業務を完了することがで

きない場合において、履行期限後に完了する見込みがあると認めたときは、甲は延滞

金を付して履行期限を延長することができる。 

２ 前項の延滞金の額は、延長日数に応じ、年２．５パーセントの割合で計算した額と

する。 

 

（契約不適合責任） 

第１０条 甲は、成果品の種類又は品質に関して契約の内容に適合しないもの（以下

「契約不適合」という。）であるときは、乙に対し、成果品の修補又は代替物の引渡

しによる履行の追完を請求することができる。 

２ 前項の場合において、乙は、甲に不相当な負担を課するものでないときは、甲が請

求した方法と異なる方法による履行の追完をすることができる。 

３ 第１項の場合において、甲が相当の期間を定めて履行の追完の催告をし、その期

間内に履行の追完がないときは、甲は、その契約不適合の程度に応じて代金の減額を

請求することができる。ただし、甲が催告をしても履行の追完を受ける見込みがない

ことが明らかな場合は、甲は、催告をすることなく、直ちに代金の減額を請求するこ

とができる。 

 

（契約の費用） 

第１１条 この契約の締結に要する費用は、乙の負担とする。 

 

（信義則） 

第１２条 甲及び乙は、信義を重んじ、誠実にこの契約を履行しなければならない。 

 

（疑義等の決定） 
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第１３条 この契約に定めのない事項及びこの契約に関し疑義の生じたときは、甲と

乙が協議して定めるものとする。 

 

 

 

 この契約を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各１通を保有す

る。 

 

 

令和 年 月 日 

 

甲        秋田県秋田市山王三丁目１番１号 

 

                  秋田県知事   鈴 木 健 太 

 

 

乙                 

 


